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　　This study considered the differences in female university students’ attitudes 

towards  marriage and occupational career between Japan and Korea with a view to 

getting a hint on career education and support. 

　　I administered a questionnaire survey to students of Ewha Womans University 

（Ewha） and Japan Women’s University （JWU）， asking about their attitudes on labor, 

marriage, gender ideology, adaptability to global society, among others.

　　The results indicate that students of Ewha are adapted to global society and wish 

to fi nd professional jobs or civil worker positions. In addition, when it comes to second 

career choices, 20 percent more students want to set up their own businesses or be self-

employed than when they do their fi rst career choices. 

　　In contrast, students of JWU attach importance to getting employed as offi  ce clerks, 

and this attitude strengthens further at their second career choices.

　　Behind this difference lies the fact that employment is much more unstable in 

Korea than in Japan.  As a consequence, students of Ewha put much more importance 

to their own individual career development than their counterpart. In comparison, 

students of JWU still maintain Japanese workers’ traditional reliance on stable 

employment.

　　However, globalization is getting momentum in Japan too, and employment will 

become more unstable. Therefore, it is necessary for future career education and 

support in Japan to put more importance to students’ individual career options such as 

professional jobs, self-employment and entrepreneurship.

キーワード： career education（キャリア教育）、entrepreneur ship（起業）、

 globalization（グローバル化）
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１．問題関心と研究の枠組み

（1）研究の背景

　日韓両国は超少子高齢化社会、性別役割分業観、M字型の女性の就業状況等の類似点

を持つ一方で、韓国では、アジア通貨危機による急速な経済グローバル化などの社会変動

を経験している点で、日本と異なる。本研究では、このような両国の女子学生のキャリア

意識を比較することにより、キャリア教育への示唆が得られると考えた。

　また、調査研究対象として、歴史的に自立した女性の育成に力を注ぎ、卒業生の学縁が

強く、女性の経営者を多く輩出するなどの校風的に似ている日本女子大学と梨花女子大学

を対象とすることにした。

（2）予備調査（2011年）

　2011年 11月～ 12月に、日本女子大学人間社会学部の学生（１～ 4年生）251名、梨

花女子大学 11学部注 1の学生（1～ 4年生）241名を対象に、結婚観、就業継続意識、性

別役割分業観などについて質問紙による予備調査を実施した。

　予備調査の結果から、梨花女子大学の学生は、日本女子大学の学生よりも就業継続意識

が強く、就業継続する理由についても、日本女子大学の学生は、やりがいを重視するのに

対して、梨花女子大学の学生は社会的・経済的自立を重視していた。また、希望する雇用

形態についても、初職では、両大学ともに 9割以上が正社員を希望していたが、再就職

時には、日本女子大学の学生の多くが正社員を希望するのに対して、梨花女子大学の学生

は、自営・会社経営を希望する学生が初職の時の 0.5%から 19.6%に大幅に増加してい

た。また、キャリア意識への母親からの影響が若干ではあるが確認でき、両親の就業形態

や結婚の条件についても両国で違いが見られた。性別役割分業観についても、梨花女子大

学の学生は、日本女子大学の学生よりも、職場での平等意識は強いが、家庭や育児につい

ては伝統的な性別役割分業観が強い結果であった。

　一般には日韓両国において、儒教思想や良妻賢母イデオロギーなどが、女性のライフ

コースの選択に影響を与えていると言われている。しかしながら、これは梨花女子大学の

学生の就業継続意識の高さや、高学歴化、晩婚化、少子化、離婚率の上昇にみられるよう

な韓国女性一般のライフコースの現状との間に矛盾が生じる。このことからも、女子学生

の就業継続意識は、伝統的な価値規範だけではなく、経済社会の変動による影響も大きい

と考えられる。

（3）研究の枠組み

　予備調査の結果から、女子学生のキャリア意識には、経済社会や法制度、女性の雇用の

現状などの外的環境要因と、儒教思想や良妻賢母イデオロギーなどの内的・主体的要因が

影響すると考えた。

　これらの外的環境要因と内的・主体的要因について、先行研究や既存統計資料を基に分

析した。さらに、両大学の学生を対象に、就業、結婚、性別役割分業観、グローバル化社

会の受容性などについて質問紙による本調査の実施ならびに両大学のキャリア教育につい
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て整理した。最後に、内的・主体的要因ならびに外的環境要因と、予備調査の結果を関連

付けて、次に述べる仮説を検証した。

（4）本研究における仮説

　本研究における仮説は、韓国の経済社会の変動は日本よりも速く、社会変動の速さが女

子学生のキャリア意識に大きく影響を与えているのではないかということである。

２．研究の枠組み；日韓両国の「内的・主体的要因」と「外的要因」の比較

（1）内的・主体的要因の日韓における現状

　韓国社会では、一般に儒教思想や賢母良妻イデオロギーにより、女性の性別役割分業観

が形成されてきたと言われている。

　儒教思想は、親や先祖を敬う「孝」、男尊女卑的な男女有別の考え、父系血統の継承が

非常に重要視される思想である（小林 2000）。女性が「公」の領域に入ること、教育を受

けること、女性からの離婚や再婚することが厳しく制限されていた（小林 2000）。女性

は、男子を産み育てるとで、「内」領域での権限を得て地位が保障されることにより、女

性自身がこの考えを強化していった（鄭 1988，小林 2000）。

　賢母良妻イデオロギーは、日本の良妻賢母イデオロギーと概ね共通している。諸外国か

らの影響と、国家が近代化する過程で女性の母親としての役割が注目される形で形成して

いった（鄭 1988，小山 1991，陳 2006）。

戦後は、工業化に伴い増加した核家族を

中心に、性別役割分業観を強化するかた

ちで定着し（金 1994）、男性は外（稼ぎ

手）で、女性は内（家庭）という位置づ

けは、儒教思想と共通するが、女性が教

育を受けること、基本的には男女平等で

ある点において異なる（中嶌 1985，小

山 1991）。

　しかしながら、韓国では 1997年の経

済社会の急激な変動により、短期間での

女性の高学歴化や社会進出、晩婚化に少

子化、離婚率や高齢者の自殺率の上昇な

どが生じ、伝統的な価値規範が大きく変

化した。今後の日本においても、女性の

男女平等意識の浸透、経済環境の悪化に

より女性の就業希望は増加すると予測さ

れ、良妻賢母イデオロギーはより変化を

余儀なくされていると言える。急激な経
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済社会の変動により伝統的な価値規範は変化しており、1997年に国家存続の危機に直面

したことにより、韓国の方がより大きく変化していると言える。

（2）外的要因の日韓比較

　経済について、韓国では、1997年のアジア通貨危機により、経済社会が一気にグロー

バル化された。整理解雇や事務職の非正規化が進み、金融市場は一気に開放され、国内企

業の外資比率も上昇した。また、終身雇用や年功序列といった日本型雇用システムから、

職能給型へ移行し、大学卒業時の就職率は 55%程度（KCUE2010）になっている注２。ま

た、学歴、雇用形態、性別により格差は拡大している。

　一方、日本は 1990年代から不況が続き、国際動向によりグローバル化が徐々に深化し
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ている。雇用システムは、成果主義的な雇用制度へ移行するとともに、非正規雇用の増大

が深刻化している。しかしながら、大学卒業時の就職率は 90%以上を維持している（厚

生労働省 2012）注３。表－ 1、2に示すとおり、賃金格差も韓国よりも小さく、グローバ

ル化の進行は韓国よりも漸進的だと言える。

　雇用と福祉に関わる法制度においては、表－ 3に示すとおり、日本では民主的な制度

が戦後すぐに整備され、社会保障では 1961年に国民皆保険を達成しているのに対して、

韓国では、年金は 1999年に皆保険を達成し、介護保険制度も日本より 10年遅れて制定

された。韓国における福祉国家体制の整備は日本に比べて急造りで日が浅いことがわか

る。

３．日韓両国の女子大学生の結婚観・キャリア意識

（1）本調査（2012年）

　2012年 5月～ 7月に、日本女子大学人間社会学部の学生（1～ 4年生）327名、梨花

女子大学 12学部注４の学生（1～ 4年）275名を対象に、就業継続意識、性別役割分業

観、グローバル社会への受容性などについて、質問紙による調査（本調査）を実施した。

また、梨花女子大学のキャリアセンターへキャリア教育の内容について聴き取り調査を

行った。調査の結果は以下に述べる通りである。

1）就業継続意識：外的要因

　表－ 4～表－ 7に示すとおり、梨花女子大学の学生は、日本女子大学の学生よりも結

婚・出産に拘わらず就業を継続する意識が強く、留学に積極的でグローバル化社会に受容

的であり、初職の時は、総合職、公務、専門職を希望し、再就職では公務・専門職志向が

強くなることがわかる。それに対して日本女子大学の学生は、出産に伴って退職しその後

に再就職する型のライフコースを希望する学生が半数近くおり、留学に対しては人生の充

実度を大切にするとともに、初職の時に 23.4%だった一般職希望が再就職時では 30.6%

に増加する。

2）性別役割分業観：内的・主体的要因

　母親からのキャリア意識への影響については、表－ 8に示すとおり、両大学ともに、

母親の就業状況に関係なくほとんどの母親が娘に就業継続を勧めているが、母親が就業継
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続を勧めない場合が日本女子大学には 2割ほどいた。

　性別役割分業観については、表－ 9に示すとおりである。

　両大学ともに、夫の経済力に期待をしており、日本女子大学の学生の方がより夫の経済

力に期待していることがわかる。梨花女子大学の学生は、日本女子大学の学生よりも、家

庭内においても、社会においても男女平等的な意識で、母親との親密度が高く、育児のサ

ポートを母親に期待していることがわかる。

　質問紙調査を実施する際に、補足的に行った聴き取りにおいて、梨花女子大学の学生か

ら、理想とする女性の生き方について、「経済的に安定してから、結婚や出産を考える」

や「出産後のキャリアを充実させるために、若いうちにできるだけキャリア形成に力を注
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ぐ」などという意見が多数あった。また、留学や海外での就業については、「海外も韓国

も雇用環境の厳しさは変わらないので、海外で経験を積んだ方が韓国での就業に有利だと

思う」、「英語だけではだめで、他にもう一つ言語を習得しないと競争に勝てない」などの

意見が出た。また、出産後一旦退職することを希望しているという学生からは、「男性と

対等に競争する社会なので、出産後は、同じように働くことができないと思う。出産後に

は、事業を起こすことを考えている」、「女性が出産後に就業継続するのは非常に困難だと

いう話をよく聞くので、就業を継続したいが難しいと思う」などの意見が多かった。

3）キャリア支援

　キャリアセンターへの聴き取りでは、情報提供サービスやキャリアガイダンス、各種試

験対策支援などの就業支援は、日本女子大学で行われているキャリア教育と概ね共通して

いるが、表－ 10に示すとおり、キャリアプランを立てる時期が大学入学直後と時期が早
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いこと、細やかな進学・留学支援ならびに国際インターシップに力を入れている点や、学

生に大学内に起業するスペースを提供している点などに違いが見られた。 

（2）仮説の検証

　これまでの分析から、「韓国の経済社会の変動は日本よりも速く、社会変動の早さが女

子学生の結婚観・キャリア意識に影響を与えている」という仮説は支持されたと言える。

梨花女子大学の学生が自分のキャリア形成の達成後に結婚や出産を考えていることや、経

済的に男性に依存しない傾向が強い事は、韓国の急速なグローバル化による男性の雇用環

境の悪化が女子学生の結婚観にも影響を与えているとことを示している。

　また、梨花女子大学の学生の母親が、母親自身の就業状態に関係なく、学生に就業継続

を勧めていることは、韓国の急速なグローバル化がすでに母親世代の価値観（内的・主体

的要因）に変化をもたらし、それが学生の結婚観やキャリア意識に影響を与えていること

を示唆している。

４．今後の日本女子大学におけるキャリア教育の課題

（1）今後の雇用環境の変化とキャリア教育・支援

　日本においても、製造業の生産拠点の海外展開や金融資本主義の進展など、グローバル

化は急速に進みつつある。このことを踏まえると、日本の女子学生を取り巻く雇用環境

も、韓国の学生が現在直面している厳しい雇用環境になることが予測できる。図－ 1は、

渡邉（2012）の著書に記載されている、グローバル化時代の職業マップをもとに作成し

たものである。

　渡邉（2012）によると、図－ 1の「重力の世界」は、IT化で海外に移転するか、国内

でも外国人に置き替わって

いくような、日本人である

メリットがなく、特段の付

加価値の高いスキルを必要

とされない職業群である。

具体的には、コールセンター

業務、工場の生産労働者、

計算機事務などの可能な単

純労働を指している。「無国

籍ジャングル」は、国籍や

言葉に関係なく、超成果主

義で純粋な市場原理主義の、

知識集約的で日本人である

メリットのない職業群で、

具体的には、ファンドマネー
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ジャー、ディーラー・トレーダー、プロスポーツ選手、建築家、国際弁護士などの職業を

指している。「国内プレミアム」は、日本人であるメリット（国内メリット）が活かせる

技能集約的な職業エリアで、独自カルチャーに依存、チームワークや高いサービス力、ハ

イレベルな日本語力を必要とし、国による参入規制のある職業群である。具体的には、教

員、地方公務員、日本料理人、美容師、旅館の女将などがある。「グローカル」は、日本

人であるメリットを活かしつつ、高付加価値なスキルを必要とし、外国人からの高い参入

障壁を築く職業群で、具体的には、政治家、高級官僚、弁護士、医師、大学教員、翻訳・

通訳、記者などの職業を指している。

　図－ 1の「重力の世界」に当てはまる部分は、非正規化もしくは海外の安価の労働力

にとって代わられることから、すでに非正規化が進んでいる一般事務職もここに当てはま

ると言える。また、賃金は、知能集約的で、国内プレミアム度が高いほど高収入になると

言えることから、「重力の世界」の職業群は、格差が拡大していく社会の中で、貧困層に

転じやすいとも言える。

　これに、梨花女子大学の学生のキャリア意識を当てはめてみると、初職では、「重力の

世界」職業群以外を希望しており、再就職時では、「無国籍ジャングル」職業群への希望

が減少し、「高度専門職」と「国内プレミアム」職業群への希望が増加する。これは、実

際に教員、公務員、専門職に就く女性が就業継続する比率が高いことや、梨花女子大学の

学生の就業継続意識の高さと一致する。他方で日本女子大学の学生には、「重力の世界」

職業群に属する一般事務職を希望する学生が、2割以上いた。日本でも今後グローバル化

が継続するならば、渡邉のシミュレーションに当てはめると、これらの学生は非正規化や

貧困化に苦しむ公算が大きい。

　以上からキャリア教育や支援において、現状だけではなく将来の雇用環境を想定した

キャリア教育や支援が必要ではないかと考える。

（2）起業という新しいキャリア選択

　2011年に実施した予備調査の結果から、梨花女子大学の学生は、再就職時に自営や起

業というキャリア選択をする学生が増えることが確認できた。

　日本においても、再就職支援の一環として女性の起業に対する支援も充実してきてお

り、これは多くの女性が再就職時に起業という選択肢に関心を持っていることを示してい

る。

　一方で、ほとんどの日本女子大学の学生は、自営・会社経営を再就職の選択肢に挙げて

いない。これは、日本女子大学の卒業生に会社経営者が数多くいて毎年注目されている現

実とのズレである。会社を経営している卒業生について、起業も含めて経営者になるに至

る経緯や動機などについて調査分析し、在学生にキャリア支援の一環として情報提供する

ことにより、女性のキャリアの選択肢が広がると考える。学生のうちにより多くの選択肢

を把握しておくことは、卒業後のキャリア形成に有効であると考える。
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５．おわりに－今後の研究課題－

　今後、経済社会の変化と結婚観やキャリア意識への影響、女性の起業というキャリアに

ついて、日韓の学生に聴き取り調査を実施して詳しく確認する必要がある。また、本研究

で取り扱った、内的・主体的要因ならびに、外的・環境要因や、男性の結婚観・女性観に

ついて、今後さらに掘り下げて精査するとともに、キャリアの一選択肢としての女性の起

業についても両国の現状についても調査分析が必要であると考える。

（註）
注１　 人文大学、社会科学大学、自然科学大学、工科大学、音楽大学、造形芸術大学、師範大学、法科大

学、経営大学、健康科学大学、薬学大学の 11 学部
注２　 ここでの就職率は、卒業者数から、進学者・入隊者・就職不可能者・外国人留学生・健康保険職場加

入を除く対象者を引いた数に対する、健康保険職場加入就業者・海外就業者・農業従事者の比率を指
す。

注３　ここでの就職率は、就職希望者に対する就職者の比率を指す。
注４　上記　注 1に Scranton 大学を加えた 12 学部
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